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大型ショッピングモール

中心市街地

1 背景
1-1. 掛川市の客観的な現状

郊外化

栗ヶ岳

掛川

Floing city～らせん的成長モデルの在り方～

1-2. ヒアリング調査

掛川市都市施設課
　住まい・空き家対策係

　職員Ｈ

・飲み屋とか塾とかが多い
・チェーン店が増えた
・中心市街地の空テナントが増えた
・昼間に人がいない

魅力的な都市を作れっても、人口が増えないのでは？
Iターン、Uターンでいきなりこの都市に住んでもらうのは難しい

　現在の掛川市中心市街地では様々な問題が輻輳化し、中心市街地が衰退している。
　日本では、「高齢化」「人口減少」などの問題がある。さらに、静岡に注目してみると、大都
市の東京や名古屋に挟まれ、「人口流出」が進んでいる。これにより若者が減少することでさら
に，高齢化が進んでいる。さらに、車の社会の発展に伴い、「掛川」や「浜松」などの中心市
街地では「郊外化」も進んでいる。

「別荘地」としても多く利用されている

交通の便がいい
（新幹線がとまる）

気候的に恵まれている
（温暖な気候＋日照時間＝避寒地）

POINT1 POINT2

POINT3
自然が豊か

（建物が低層＋自然が近い）
栗ヶ岳（初心者でも上りやすい登山）

しかし、準市民なら誘致できるのでは？

住民 ( 住宅もち )観光
住民 ( マンション住まい )

ワーケーション
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二拠点居住
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街に関われる時間のスケール

二拠点居住

ワーケーション

新しい生き方ができるようになると ...

長期観光客
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準市民とは？

なぜ、準市民を誘致できるの？
why

why-1：地理的要因 why-２：時代的要因

多様な人が街と関われる場がない

For examp
le

高校生の学校帰りに立ち寄れる場所がない
ママさんが活躍するための学びの場所がない
新しく何か始めたい人がテナントを借りるのは金銭的に厳しい

提案 準市民が誘致しながら、今まで関わって来れなかった市民が関われる「場」を作る

周辺図　S＝1:2000

N

８つの敷地　→多様な人が利用できる場
歩道化した道→多様な人が交わる場

車両交通量：9059 台 車両交通量：7749 台

車両交通量：9348 台

交通量はH22 年度
静岡県一般交通量調査の平日編より引用

車両交通量：3493 台

2

都心に近く自然豊かで暖かい コロナによる新しい働き方によって

現在の掛川

今までの成長モデル

＋

らせん的成長モデル

街の中で多様な人に関わりの場がある
彼らの活動の積み重ねが都市としての成長に繋がる

らせん的成長モデルとは？
現在の掛川市では、居酒屋が非常に多く、夜の街として「滞留」している。賃料が高く、売上が低いテナントが入りにくいことが一つの要因である。
一方、これまでの成長モデルは、「直線」的である。街の成長い応じて、街と関わっていく人が変わっていく。一見、聞こえはいいが徐々に地価が向上し、新規参入が難しくなっていく。
そこで、「らせん」的に今までの活動が積み重なるように成長していければ、多様な人が街と関わることができる。
本設計では、多様な人が関わるために、８つの敷地を設計しかつ、そこでの活動を繋げ、多様な人が交流するために道空間を歩道化する。


